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本
書
は
、
二
〇
二
一
年
一
〇
月
三
一
日
に
投
開
票
の
行
わ
れ
た
第
四
九
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
関
す
る
全
国
の
事
例
を
分
析
し
た

も
の
で
あ
る
。
令
和
初
の
衆
院
選
で
あ
っ
た
こ
の
選
挙
は
、
一
二
年
衆
院
選
に
勝
利
す
る
こ
と
で
政
権
奪
還
を
果
た
し
、
憲
政
史
上
最

長
の
在
任
期
間
を
記
録
し
た
安
倍
晋
三
政
権
が
終
了
し
た
後
の
、「
ポ
ス
ト
安
倍
」
を
見
据
え
た
初
め
て
の
全
国
的
な
国
政
選
挙
と
い

う
歴
史
的
な
意
味
が
あ
っ
た
。

　

安
倍
晋
三
は
、
政
権
を
奪
還
し
て
以
降
、
全
国
的
な
国
政
選
挙
に
お
い
て
常
に
勝
利
を
続
け
て
き
た
。
そ
の
な
か
で
二
〇
一
三
年
参

院
選
で
は
「
衆
参
ね
じ
れ
国
会
」
状
態
を
脱
却
し
、
そ
の
政
策
実
行
に
お
け
る
制
度
的
制
約
を
取
り
払
い
、
一
四
年
衆
院
選
で
は
「
一

強
多
弱
」
と
い
わ
れ
る
状
況
を
現
出
さ
せ
る
ほ
ど
に
自
民
党
を
中
心
と
し
た
安
定
的
政
権
運
営
に
必
要
な
基
盤
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に

成
功
し
た
。
一
六
年
参
院
選
で
は
、
一
八
歳
選
挙
権
導
入
と
い
う
憲
政
上
の
重
要
な
契
機
を
迎
え
た
。
こ
れ
は
日
本
政
治
の
「
第
三
の

波
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
有
権
者
の
拡
張
、
あ
る
種
の
「
民
主
化
」
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
（
白
鳥
浩

「
一
八
歳
選
挙
権
だ
け
じ
ゃ
変
わ
ら
な
い
「
隠
れ
た
格
差
」（
深
読
み
）」『
読
売
新
聞
オ
ン
ラ
イ
ン
』
二
〇
一
六
年
四
月
一
九
日
配
信
、https://w

w
w

.

yom
iuri.co.jp/fukayom

i/20160415-O
Y

T
8T

50051/

）。
こ
う
し
た
安
倍
政
権
の
勢
い
は
、
一
七
年
衆
院
選
に
お
い
て
野
党
第
一
党
で

あ
っ
た
民
進
党
の
分
裂
を
誘
発
し
、
そ
の
野
党
の
分
裂
状
態
は
一
九
年
参
院
選
ま
で
続
い
た
。

　

二
〇
二
〇
年
に
安
倍
は
体
調
不
安
か
ら
退
任
し
、
そ
の
後
を
継
い
だ
菅
義
偉
政
権
が
九
月
一
六
日
に
成
立
し
た
。
菅
は
衆
院
選
を
行

う
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
い
た
が
、
結
局
そ
の
時
期
を
逃
し
、
総
裁
選
不
出
馬
を
二
一
年
九
月
三
日
に
表
明
し
た
。
九
月
二
九
日

の
総
裁
選
の
結
果
、
岸
田
文
雄
が
自
民
党
総
裁
に
就
く
こ
と
と
な
っ
た
。
一
〇
月
四
日
に
菅
内
閣
は
総
辞
職
し
、
岸
田
政
権
が
誕
生
し

た
。
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第
百
代
と
い
う
記
念
す
べ
き
内
閣
総
理
大
臣
と
な
っ
た
岸
田
は
、
就
任
直
後
の
一
〇
月
四
日
午
後
九
時
か
ら
記
者
会
見
を
行
い
、
一

〇
月
一
四
日
に
衆
議
院
を
解
散
し
、
一
九
日
公
示
、
三
一
日
投
開
票
で
臨
む
こ
と
を
発
表
し
た
。
就
任
直
後
の
最
短
の
選
挙
日
程
で
の

選
挙
も
異
例
な
ら
、
一
〇
月
二
一
日
に
任
期
満
了
後
で
の
衆
院
選
も
前
例
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
衆
院
選
解
散
が
一
〇
月
一

四
日
に
行
わ
れ
、
選
挙
運
動
期
間
の
開
始
と
な
る
公
示
が
一
九
日
に
行
わ
れ
た
上
で
、
二
一
日
に
衆
議
院
議
員
任
期
が
満
了
し
、
投
開

票
日
が
三
一
日
と
い
う
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
解
散
か
ら
投
開
票
ま
で
一
七
日
し
か
な
い
短
期
決
戦
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
最
短
で
あ
っ

た
中
曽
根
康
弘
内
閣
時
の
第
三
七
回
衆
院
選
の
「
ロ
ッ
キ
ー
ド
解
散
総
選
挙
」（
一
九
八
三
年
一
一
月
二
八
日
解
散
、
一
二
月
三
日
公
示
、
一

八
日
投
開
票
）
の
二
〇
日
間
を
超
え
る
ス
ピ
ー
ド
選
挙
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

政
権
発
足
か
ら
一
カ
月
も
な
く
、
解
散
か
ら
五
日
と
い
う
短
期
間
で
選
挙
戦
に
突
入
す
る
た
め
に
、
野
党
に
と
っ
て
は
「
与
党
に
よ

る
奇
襲
」
を
受
け
た
と
い
う
側
面
は
あ
っ
た
。
だ
が
、
一
〇
月
二
一
日
が
衆
議
院
議
員
任
期
満
了
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、「
与
党

の
だ
ま
し
討
ち
」
と
ま
で
い
う
評
価
は
当
た
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
早
晩
衆
院
選
は
行
わ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
意

味
で
は
選
挙
準
備
が
足
り
な
か
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
野
党
の
自
己
責
任
の
側
面
も
な
い
と
は
言
え
な
い
。
た
だ
こ
れ
は
与
党
に
と
っ

て
も
言
え
、
総
裁
が
直
前
に
交
代
し
た
こ
と
に
伴
っ
て
新
た
に
政
調
会
長
と
な
っ
た
高
市
早
苗
は
「
五
日
」
で
政
権
公
約
を
作
っ
た

（
二
〇
二
一
年
一
〇
月
二
八
日
兵
庫
県
西
宮
市
の
街
頭
演
説
）
と
述
べ
る
な
ど
、
与
野
党
と
も
に
準
備
不
足
は
あ
っ
た
。
そ
れ
は
各
政
党
だ
け

で
な
く
国
民
に
と
っ
て
も
そ
う
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
国
民
全
体
が
、
岸
田
首
相
の
あ
ま
り
に
性
急
な
衆
院
選
の
実
施
に
、
虚
を

衝
か
れ
た
感
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
中
で
行
わ
れ
た
衆
院
選
と
し
て
も
異
例
の

も
の
で
あ
っ
た
。

　

本
書
は
、
こ
う
し
た
異
例
の
日
程
で
行
わ
れ
た
第
四
九
回
衆
院
選
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
の
現
場
で
あ
る
「
地
域
」
に
焦
点

を
当
て
て
研
究
成
果
を
編
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
メ
デ
ィ
ア
や
研
究
の
場
に
お
い
て
は
、「
お
し
な
べ
て
現
在
の
日
本
政
治
は

こ
う
で
あ
る
」
と
い
っ
た
表
現
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
往
々
に
し
て
、「
地
域
」
の
実
情
か
ら
乖
離
し
た
、
ど
こ
の
こ

と
を
述
べ
て
い
る
の
か
理
解
で
き
な
い
日
本
政
治
像
が
結
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
し
た
「
地
域
」
の
現
場
か
ら
離
れ
た
言
説
は
有

権
者
の
意
識
か
ら
乖
離
し
た
も
の
と
な
る
こ
と
で
、
有
権
者
の
政
治
離
れ
を
加
速
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
多
く
の
政
治
学
者
は
、
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よ
り
多
く
の
民
意
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
な
、
有
権
者
の
投
票
実
感
か
ら
離
れ
な
い
研
究
を
世
に
問
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
の
意
識
を

常
に
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
に
よ
り
、
日
本
政
治
の
理
解
に
貢
献
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
投
票
率
向
上
や
、
有
権
者
の
満

足
、
政
治
の
実
感
に
寄
り
添
う
研
究
が
出
来
な
い
か
と
考
え
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
書
で
は
、「
地
域
」
と
し
て
の
選
挙
区
に
着

目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
有
権
者
の
日
本
政
治
の
理
解
や
、
有
権
者
の
感
覚
か
ら
乖
離
せ
ず
に
寄
り
添
う
よ
う
な
日
本
政
治
像
を
結
ぶ
こ

と
を
試
み
て
い
る
。

　

な
お
本
書
企
画
に
あ
た
っ
て
執
筆
者
以
上
に
尽
力
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
法
律
文
化
社
編
集
部
の
田
引
勝
二
氏
で
あ
る
。
ま
た
校

正
に
あ
た
っ
て
は
、
執
筆
者
の
一
人
で
も
あ
る
駿
河
台
大
学
助
教
の
黒
木
美
來
氏
、
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
講
師
の
佐
賀
香
織
氏
、
法

政
大
学
大
学
院
の
川
代
秀
弘
氏
の
諸
氏
に
特
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
選
挙
期
間
中
の
調
査
（
本
書
第
１
章
と
第
３
章
）
に
お
い
て

は
、
執
筆
者
で
あ
る
白
鳥
と
黒
木
の
ほ
か
、
法
政
大
学
大
学
院
の
川
代
氏
、
井
口
恭
平
氏
、
渡
部
公
章
氏
、
実
践
女
子
短
期
大
学
講
師

の
羽
賀
芳
秋
氏
、
そ
し
て
法
政
大
学
の
太
田
爽
氏
、
渡
邊
智
寛
氏
を
は
じ
め
、
法
政
大
学
と
同
大
学
院
の
白
鳥
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
有
志
の
、

優
秀
な
学
生
諸
氏
に
も
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
特
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

　

日
本
政
治
は
多
様
性
に
満
ち
た
「
地
域
」
か
ら
な
る
「
モ
ザ
イ
ク
の
ピ
ー
ス
」
の
集
合
体
で
あ
る
。
執
筆
者
の
多
く
は
、
こ
れ
ま
で

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
で
刊
行
さ
れ
て
き
た
「
シ
リ
ー
ズ
・
現
代
日
本
の
選
挙
」
に
も
加
わ
っ
て
お
り
、
各
地
域
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て

一
定
の
評
価
の
あ
る
研
究
者
ば
か
り
で
あ
る
。
執
筆
者
た
ち
は
、
こ
う
し
た
研
究
を
進
め
る
な
か
で
、
継
続
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

「
モ
ザ
イ
ク
の
ピ
ー
ス
」
の
解
明
を
行
っ
て
き
た
。
こ
こ
に
本
書
を
新
た
な
シ
リ
ー
ズ
「
現
代
日
本
の
総
選
挙
」
の
第
一
巻
と
し
て
世

に
問
う
こ
と
で
、
後
世
の
日
本
政
治
に
関
心
の
あ
る
読
者
に
、
多
様
性
に
富
む
日
本
政
治
の
一
断
面
を
提
示
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

二
〇
二
二
年
六
月
吉
日　

参
院
選
を
控
え
た
梅
雨
の
市
ヶ
谷
で

執
筆
者
を
代
表
し
て　

白
鳥　

浩　
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